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1
．
は
じ
め
に

こ
の
報
告
書
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
実
施
し
た
中
国
と
北
朝
鮮
の
国

境
地
域
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
改
め
て
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
日
中
韓
の
三
か
国
で
唯
一
、
陸
路
で
国
境
が
接
し
て
い
る
地
域
が

中
朝
間
で
あ
る
。
中
朝
国
境
は
、
東
側
辺
境
で
は
、
ロ
シ
ア
と
も
国
境
を

接
す
る
図
們
江
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
西
側
で
は
、
長
白
山
を

源
流
と
す
る
鴨
緑
江
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
朝
国
境
地
域
を
私
た
ち
は
、
東
端
の
防
川
か
ら
西
端
の
都
市
、

丹
東
市
ま
で
、
二
つ
の
川
（
江
）
に
沿
っ
て
、
お
よ
そ
九
〇
〇
キ
ロ
の
国

道
を
四
日
間
で
走
っ
て
き
た
（
地
図
参
照
）。
私
た
ち
は
中
国
か
ら
国
境

を
超
え
て
北
朝
鮮
に
渡
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
途
中
、
数
百
キ
ロ
に
わ

た
る
鴨
緑
江
に
沿
っ
た
国
道
で
は
、
数
十
メ
ー
ト
ル
先
の
対
岸
で
生
活
し
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二
二
二

て
い
る
北
朝
鮮
の
農
民
た
ち
や
仕
事
中
の
兵
士
の
姿
も
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
特
に
、
北
朝
鮮
の
町
と
接
す
る
長
白
市
と
丹
東
市
で
は
、

対
岸
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
恵
山
市
、
新
義
州
市
を
定
点
観
測
で
き
た
。
中
朝

国
境
地
域
に
は
、
中
国
側
か
ら
対
岸
の
北
朝
鮮
の
町
の
状
況
を
観
察
で
き

る
、
い
わ
ゆ
る
「
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
」
が
何
か
所
か
あ
る
。
本

報
告
は
、
こ
う
し
た
現
場
の
観
察
を
含
め
、
中
国
側
の
開
発
区
の
ス
タ
ッ

フ
、
研
究
者
、
そ
し
て
地
元
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
に
面
接
調
査
を
し

た
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

2
．
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
延
吉
市

中
朝
国
境
地
域
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
そ
の

中
心
都
市
で
あ
る
延
吉
市
の
実
態
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
調
査

に
出
か
け
る
前
に
私
た
ち
は
、
八
月
一
八
日
〜
一
九
日
に
吉
林
省
延
吉
市

に
あ
る
延
辺
大
学
で
行
わ
れ
た
「
日
中
韓
朝
言
語
文
化
比
較
研
究
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
た
。
延
吉
市
は
、
吉
林
省
南
東
部
に
位
置
す
る

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
中
心
都
市
（
人
口
約
六
〇
万
）
で
あ
る
。
延
吉
市

そ
の
も
の
は
大
都
市
で
は
な
い
が
、
延
辺
大
学
は
一
九
四
九
年
に
民
族
大

学
と
し
て
創
設
さ
れ
、
今
日
で
は
政
府
か
ら
吉
林
省
重
点
総
合
大
学
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
こ
の
数
年
間
で
新
し
く
拡
充
・

改
装
さ
れ
て
、
快
適
な
空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
。
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
の
研
究
者
が
二
年
に
一
度
集
い
、
言
語
、
文
学
、
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二
二
三

五
五
の
民
族
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
の
人
口
は
約
二
二
〇
万
人
で
あ
る
が
、

実
態
か
ら
い
う
と
、
住
民
は
漢
族
（
約
六
〇
％
）、
朝
鮮
族
（
約
三
五
％
）

の
ほ
か
、
満
州
族
、
回
族
な
ど
一
九
の
民
族
か
ら
な
る
。
延
吉
市
に
お
い

て
も
朝
鮮
族
は
少
数
派
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
実
際
、
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
は
男
性
も
女
性
も
ほ
と
ん
ど
が
漢
族
で
、
延
吉
市
に
出
稼
ぎ
に
き

た
人
々
で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
朝
鮮
族
は
、
仕
事
を
す
る
た

め
に
中
国
の
大
都
市
や
韓
国
へ
気
軽
に
出
て
い
く
傾
向
が
あ
り
、
日
本
に

親
戚
や
知
人
が
い
て
日
本
語
が
話
せ
る
人
は
日
本
も
訪
れ
る
。
学
生
た
ち

も
中
国
ば
か
り
で
な
く
韓
国
や
日
本
に
留
学
す
る
者
も
少
な
く
な
い
と
い

う
。
定
期
的
に
外
国
で
働
き
、
帰
国
し
て
そ
の
稼
ぎ
で
豊
か
な
生
活
を
実

現
す
る
。
自
分
た
ち
が
や
ら
な
い
仕
事
は
漢
族
に
任
せ
る
、
と
い
う
傾
向

が
う
か
が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
北
朝
鮮
に
は
気
軽
に
出
か
け
ら
れ
な
い
が
、

そ
こ
に
親
戚
や
知
人
を
持
つ
も
の
も
い
る
。
朝
鮮
族
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

い
い
、
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
朝
鮮
族
は
北
東
ア
ジ
ア
の
人
や
文
化
を
結

び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

3
．
調
査
の
行
程
と
中
朝
露
国
境
地
域

私
た
ち
の
中
朝
国
境
地
域
の
調
査
は
、
ロ
シ
ア
国
境
に
近
い
東
側
の
辺

境
か
ら
始
め
た
。
日
程
表
に
あ
る
よ
う
に
、
一
日
目
は
、
ロ
シ
ア
と
北
朝

鮮
が
見
渡
せ
る
防
川
か
ら
琿
春
市
、
図
們
市
へ
と
内
陸
へ
足
を
運
ん
だ
。

防
川
の
展
望
台
か
ら
の
眺
め
は
、
地
の
果
て
を
思
わ
せ
る
広
大
な
絶
景
で

歴
史
、
民
族
、
そ
し
て
政
治
な
ど
を
テ
ー
マ
に
研
究
と
意
見
の
交
換
を
す

る
場
で
あ
る
。
お
よ
そ
三
〇
〇
名
が
参
加
す
る
会
場
に
は
、
中
国
語
、
朝

鮮
語
（
韓
国
語
）、
日
本
語
が
飛
び
交
い
、
日
本
へ
の
留
学
経
験
者
も
少

な
く
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
①
吉
林
省
が
中
朝
国
境
地
域
の
三
分
の

二
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
②
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
で
は
漢
族
（
中
国
人
）

と
朝
鮮
族
の
二
つ
の
言
語
、
文
化
、
習
慣
が
融
合
し
て
い
る
こ
と
、
③
延

辺
大
学
は
中
朝
ば
か
り
で
な
く
韓
国
、
日
本
を
含
め
た
、
北
東
ア
ジ
ア
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
延
辺
大
学
で
は
研
究
者
の
交
流
ば
か
り
で
な
く
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、

モ
ン
ゴ
ル
、
日
本
、
タ
イ
な
ど
三
〇
か
国
以
上
か
ら
、
数
百
名
の
留
学
生

が
学
ん
で
い
る
。
こ
こ
は
北
東
ア
ジ
ア
の
交
流
の
縮
図
で
あ
り
、
少
し
大

げ
さ
に
い
え
ば
、
将
来
、
こ
の
地
域
に
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共

有
す
る
こ
と
の
で
き
る
若
者
た
ち
を
育
て
る
場
と
も
な
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
い
う
朝
鮮
族
と
は
、
何
世
代
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
半

島
か
ら
北
上
し
、
主
に
吉
林
省
東
南
部
に
定
住
し
た
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。

中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
後
に
延
辺
朝
鮮
族
自
治
区
と
な
り
、
一
九
五
五

年
に
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
政
府
が
認
め
る



二
二
四

は
あ
る
が
、
中
朝
露
の
国
境
が
接
し
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
が
往
来
す
る
地
域
と

考
え
れ
ば
、
見
る
目
は
違
っ
て
く
る
。
防
川
か
ら
図
們
江
に
沿
っ
て
北
上

す
る
こ
と
約
一
時
間
の
と
こ
ろ
に
、
そ
の
証
拠
が
あ
る
。
琿
春
国
際
開
発

区
で
あ
る
。

八
月
二
〇
日
①
防
川
（
中
朝
露
三
国
国
境
地
帯
）、
②
琿
春
市
（
国
際

開
発
区
訪
問
、
中
露
国
境
、
税
関
）
③
長
嶺
子
（
中
露
国

境
、
税
関
）、
④
図
們
市
（
中
朝
国
境
橋
、
税
関
）

八
月
二
一
日
⑤
龍
井
市
の
三
合
鎮
（
中
朝
国
境
、
税
関
）、
⑥
和
龍
市

の
崇
仙
郷
（
中
朝
国
境
、
税
関
）

午
後
は
長
白
市
へ
向
か
う

八
月
二
二
日
⑦
長
白
市
（
対
岸
北
朝
鮮
の
恵
山
市
を
望
む
）

集
安
市
、
通
化
市
を
経
由
し
て
丹
東
へ
向
か
う

八
月
二
三
日
⑧
丹
東
市
（
地
元
記
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
、
中
朝
国
境

橋
の
視
察
、
対
岸
の
新
義
州
市
を
望
む
）

こ
の
国
際
開
発
区
の
広
大
な
土
地
が
、
ロ
シ
ア
や
北
朝
鮮
と
の
貿
易
で
、

石
炭
な
ど
の
資
源
、
軽
工
業
製
品
、
水
産
物
な
ど
の
物
流
の
拠
点
に
な
っ

て
い
る
。
私
た
ち
が
訪
れ
た
国
際
開
発
区
事
務
局
の
新
し
く
巨
大
な
ビ
ル

（
写
真
①
）
を
見
た
だ
け
で
も
、
貿
易
に
対
す
る
中
国
の
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
聞
き
取
り
調
査
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
副
局
長
（
匿
名

希
望
）
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
情
報
を
得
た
。

琿
春
国
際
開
発
区
か
ら
ロ
シ
ア
の
ザ
ル
ビ
ノ
へ
は
鉄
道
が
あ
り
、
軽

工
業
製
品
、
果
物
、
野
菜
、
水
産
物
な
ど
、
年
間
約
三
〇
万
ト
ン
が
輸

出
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
か
ら
は
木
材
、
石
油
、
水
産
物
な
ど
年
間

八
〇
万
ト
ン
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
琿
春
に
は
毎
年
約
一
七
万
人
の
ロ

シ
ア
人
が
入
国
し
て
い
る
。
こ
の
ロ
シ
ア
人
は
、
観
光
目
的
で
は
な
く

主
に
「
担
ぎ
屋
」
を
商
売
と
し
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
中
国
製
品
だ

け
で
は
な
く
、
大
連
、
青
島
、
丹
東
な
ど
か
ら
入
っ
た
韓
国
製
の
家
電

製
品
、
衣
類
、
軽
工
業
製
品
を
買
い
付
け
、
ロ
シ
ア
へ
運
ん
で
い
く
。

一
人
の
担
ぎ
屋
が
運
搬
で
き
る
荷
物
量
は
、
公
式
的
に
は
三
五
キ
ロ
ま

で
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
五
〇
キ
ロ
ま
で
黙
認
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア

の
会
社
が
、
担
ぎ
屋
を
雇
用
し
て
商
売
を
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

琿
春
国
際
開
発
区
か
ら
北
朝
鮮
へ
は
、
日
用
品
や
軽
工
業
製
品
な
ど
、

年
間
約
六
〇
万
ト
ン
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
北
朝
鮮
か
ら
は
、
年
間
約

八
〇
万
ト
ン
の
石
炭
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
開
発
区
か
ら
北
朝

鮮
の
羅
先
工
業
地
域
へ
は
鉄
道
が
あ
り
、
一
日
約
五
〇
〇
両
の
貨
車
が

出
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
北
朝
鮮
の
ウ
ォ
ン
ジ
ョ
ン
リ
の
間
に
は
、
新
し

い
税
関
が
建
立
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
琿
春
国
際
開
発
区
に
は
韓

国
や
日
本
の
企
業
も
多
く
進
出
し
て
い
る
ほ
か
、
北
朝
鮮
か
ら
は
お
よ
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二
二
五

そ
二
、四
〇
〇
人
の
労
働
者
が
来
て
働
い
て
い
る
。
彼
ら
は
水
産
加
工

や
縫
製
関
連
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
が
、
北
朝
鮮
労
働
者
を
雇
用
で

き
る
の
は
中
国
企
業
だ
け
で
あ
る
。
北
朝
鮮
労
働
者
は
主
に
女
性
で
、

宿
舎
が
与
え
ら
れ
、
許
さ
れ
る
滞
在
期
間
は
三
年
間
で
、
二
年
間
の
延

長
が
可
能
で
あ
る
。

4
．
丹
東
に
お
け
る
中
朝
関
係

丹
東
は
遼
寧
省
の
南
東
部
に
あ
り
、
北
朝
鮮
と
国
境
を
接
し
た
中
国
の

都
市
と
し
て
は
、
最
大
級
の
辺
境
都
市
で
あ
る
。
丹
東
の
人
口
は
約

二
四
〇
万
人
、
丹
東
市
街
地
の
居
住
者
は
約
七
〇
万
人
で
あ
る
。
市
内
に

住
む
朝
鮮
族
は
約
一
八
、〇
〇
〇
人
で
、
鴨
緑
江
を
挟
ん
だ
対
岸
に
あ
る

北
朝
鮮
の
新
義
州
市
で
は
約
四
〇
万
人
が
生
活
し
て
い
る
。
丹
東
駅
か
ら

数
百
メ
ー
ト
ル
南
に
は
鴨
緑
江
が
あ
り
、
新
義
州
市
へ
向
か
う
中
朝
友
誼

橋
（
全
長
九
四
六
ｍ
）
が
架
か
っ
て
い
る
。
こ
の
橋
に
は
鉄
道
と
道
路
が

敷
か
れ
て
い
て
、
中
朝
国
境
を
跨
ぐ
物
流
と
人
流
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
中
朝
貿
易
の
七
割
が
丹
東
を
通
過
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
橋
は
そ
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。
丹
東
の
税
関
で
は
毎

朝
、
こ
の
中
朝
友
誼
橋
を
通
っ
て
北
朝
鮮
へ
貨
物
を
運
ぶ
通
関
待
ち
の
ト

ラ
ッ
ク
が
列
を
な
す
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
物
流
の
増
大
を
見
越
し
て
、
こ

の
橋
の
下
流
に
は
最
新
の
吊
り
橋
型
の
巨
大
橋
が
建
設
中
で
あ
る
。
こ
の

新
鴨
緑
江
大
橋
は
現
在
の
四
倍
も
の
交
通
量
に
対
応
可
能
で
、
二
〇
一
五

（写真①）琿春国際開発区の事務局



二
二
六

年
中
に
は
開
通
予
定
だ
と
聞
い
た
。
こ
の
地
域
に
は
「
丹
東
新
区
」
と
呼

ば
れ
る
大
規
模
な
経
済
開
発
区
が
建
設
中
で
あ
る
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
中
国
か
ら
北
朝
鮮
へ
の
石
油
輸
出
で

あ
る
。
北
朝
鮮
は
石
油
の
ほ
ぼ
全
量
を
中
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

そ
の
多
く
が
、
こ
こ
丹
東
の
山
岳
部
に
あ
る
巨
大
な
原
油
貯
蔵
施
設
か
ら

鴨
緑
江
の
地
下
を
通
過
し
て
北
朝
鮮
の
原
油
精
製
施
設
（
平
安
北
道
）
に

至
る
全
長
約
三
〇
キ
ロ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
依
存
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
に

と
っ
て
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
「
命
綱
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
こ
の
丹
東
市
で
、
地
元
紙
「
遼
寧
日
報
」
の
前
丹
東

支
局
長
（
匿
名
希
望
）
に
面
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
内
容
は
下
記

の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
毎
年
一
〇
億
ド
ル
規
模
の
中
朝
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
る
。

北
朝
鮮
か
ら
丹
東
へ
は
、
石
炭
、
胡
麻
、
漢
方
薬
剤
、
蕨
な
ど
が
輸
入

さ
れ
て
い
る
。
丹
東
の
朝
鮮
族
は
、
北
朝
鮮
と
の
貿
易
に
従
事
す
る
人

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
の
貿
易
の
た
め
に
朝
鮮
族
の
人
口
は
増
え
て

い
る
。
貿
易
の
形
態
は
、
政
府
が
介
入
し
た
民
間
人
貿
易
で
あ
る
。
韓

国
か
ら
商
売
を
目
的
と
し
て
丹
東
に
滞
在
す
る
人
は
、
約
六
、七
〇
〇

人
で
あ
る
。
最
近
、
韓
国
人
に
対
す
る
中
国
入
国
ビ
ザ
発
給
が
厳
し
く

な
っ
た
。
韓
国
人
は
北
朝
鮮
で
委
託
加
工
式
の
生
産
を
し
て
い
た
が
、

（写真②）長白市から対岸の恵山市（北朝鮮）を望む



中
朝
国
境
地
帯
か
ら
見
る
中
国
・
北
朝
鮮
関
係
の
現
在
（
佐
渡
友
・
孔
）

二
二
七

韓
国
政
府
に
よ
る
対
北
朝
鮮
経
済
制
裁
措
置
（
五
・
二
四
措
置
）
に
よ

り
、
ほ
と
ん
ど
が
中
止
に
な
っ
た
。
丹
東
か
ら
中
国
人
が
北
朝
鮮
観
光

に
出
か
け
る
。
新
義
州
市
へ
の
日
帰
り
観
光
を
は
じ
め
、
東
海
滝
へ
の

二
日
間
観
光
、
平
壌
・
板
門
店
へ
の
三
日
間
観
光
な
ど
が
あ
る
。
毎
日
、

約
二
、三
〇
〇
人
が
北
朝
鮮
へ
観
光
に
出
か
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

丹
東
地
域
へ
の
北
朝
鮮
か
ら
の
脱
北
者
は
あ
ま
り
い
な
い
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
新
義
州
市
の
経
済
事
情
が
良
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

二
〇
年
前
、
鴨
緑
江
に
廃
船
を
利
用
し
た
カ
ジ
ノ
事
業
が
計
画
さ
れ
た

が
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。

5
．
調
査
の
ま
と
め

中
朝
国
境
地
域
を
現
地
調
査
し
て
、
そ
こ
に
は
国
境
を
管
理
す
る
国
家

の
政
策
、
そ
こ
か
ら
経
済
発
展
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
発
展
計
画
、
国

境
を
超
え
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
民
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
国
境
を
観
光

の
目
玉
に
し
よ
う
と
す
る
国
や
民
間
の
思
い
、
な
ど
様
々
な
視
点
が
見
え

て
き
た
。
本
報
告
で
は
、
①
格
差
、
②
国
境
線
、
③
開
発
区
、
④
観
光
、

⑤
労
働
移
動
、
⑥
政
治
的
影
響
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
し
た
い
と
思
う
。

第
一
に
、
鴨
緑
江
を
挟
ん
で
両
岸
に
二
つ
の
町
が
一
望
で
き
る
と
こ
ろ
で

は
、
両
者
の
発
展
の
格
差
が
歴
然
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば

長
白
市
と
恵
山
市
、
丹
東
市
と
新
義
州
市
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
と
、
か

つ
て
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
は
北
朝
鮮
側
が
経
済
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
が
、

（写真③）　丹東の鴨緑江を一望できる遊覧ボート：左岸が中国側、右岸が北朝鮮・新義州。
かつては新義州側の方が栄えていたが、現在、丹東側には高層ビルや高級ホテルが乱立し
その格差は歴然としている。



二
二
八

今
日
で
は
中
国
側
が
そ
の
規
模
、
産
業
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
で
圧
倒
的
な
経

済
力
を
誇
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
北
朝
鮮
側
の
町

で
は
古
い
建
物
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
発
展
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象

を
受
け
る
が
、
中
国
側
の
町
で
は
、
た
と
え
ば
丹
東
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

高
層
ア
パ
ー
ト
と
高
級
ホ
テ
ル
が
乱
立
し
て
、
対
岸
か
ら
は
ま
る
で
「
発

展
の
見
本
市
」
の
よ
う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
両
岸
の
都
市
の
歴
然
と
し

た
経
済
格
差
は
隠
し
よ
う
が
な
く
、
両
国
民
も
訪
れ
る
観
光
客
も
み
な
事

実
と
し
て
感
じ
取
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
数
百
キ
ロ
に
及
ぶ
鴨
緑
江
が
中
朝
の
国
境
線
と
な
る
長
白
市

か
ら
丹
東
市
ま
で
は
、
中
国
側
に
部
分
的
に
鉄
条
網
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
柵
や
検
問
所
の
な
い
自
然
が
国
境
線
そ
の
も
の
だ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
に
も
対
岸
の
農
民
が
川
で
洗
濯
を
し
て
い
る
様

子
が
見
て
取
れ
、
川
を
渡
れ
ば
容
易
に
行
き
来
が
で
き
る
状
況
で
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
た
。
現
地
で
聞
い
た
最
近
の
情
報
に
よ
る
と
、
数
か
月
前

に
北
朝
鮮
の
兵
隊
が
数
名
、
川
を
渡
り
中
国
に
や
っ
て
き
て
中
国
人
宅
を

襲
い
、
殺
人
事
件
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
中
国
側
の
警
戒
が

厳
し
く
な
り
、
道
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
も
聞
い
た
。
こ
こ
か
ら
見
え
る
北
朝
鮮
の
農
村
は
、
人
口
の
少
な
い
遥

か
辺
境
の
地
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
交
流
は
な
く
、
中

朝
両
政
府
に
と
っ
て
も
開
発
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
ま
た
脱
北

（写真④）　丹東と北朝鮮・新義州を結ぶ橋：手前は戦前の日本が建設した鴨緑江断橋（朝
鮮戦争中に米軍の爆撃機によって破壊されそのままになっている）。向こう隣が中朝友誼橋
で鉄道と道路が敷かれ経済交流の象徴となっている。



中
朝
国
境
地
帯
か
ら
見
る
中
国
・
北
朝
鮮
関
係
の
現
在
（
佐
渡
友
・
孔
）

二
二
九

者
の
ル
ー
ト
と
し
て
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
中
朝

国
境
地
域
は
、
壁
が
築
か
れ
た
り
お
互
い
の
兵
隊
が
厳
し
く
対
峙
す
る
と

こ
ろ
で
は
な
く
、
そ
の
多
く
が
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
保
持
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

第
三
に
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
が
行
き
来
し
、
将
来
の
経
済
開
発
拠
点
と
見
込

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
中
国
政
府
が
重
点
的
に
資
金
と
技
術
を
注
ぎ
込
む

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
が
訪
問
し
た
琿
春
国
際
開
発
区
は
、
ロ
シ

ア
、
北
朝
鮮
、
日
本
と
の
将
来
に
お
け
る
貿
易
と
経
済
・
技
術
交
流
を
見

据
え
た
一
大
拠
点
で
あ
る
。
図
們
江
に
あ
る
琿
春
の
港
か
ら
は
大
型
船
で

日
本
海
／
東
海
に
貨
物
を
運
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
ぐ
近
く
の
ロ
シ
ア

の
ポ
シ
ェ
ッ
ト
と
ザ
ル
ビ
ノ
に
鉄
道
で
貨
物
を
運
ん
で
か
ら
日
本
の
港
へ

行
く
こ
と
に
な
る
。
物
流
の
専
門
家
の
間
で
は
、
図
們
江
の
川
底
を
深
く

改
修
し
て
琿
春
港
か
ら
直
接
、
新
潟
港
や
境
港
へ
貨
物
を
出
す
計
画
が
議

論
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
大
連
港
か
ら
輸

出
し
て
い
た
中
国
東
北
部
の
生
産
物
は
、
琿
春
か
ら
近
い
ル
ー
ト
を
通
っ

て
日
本
に
や
っ
て
く
る
。
距
離
と
時
間
を
短
縮
し
た
日
本
海
／
東
海
の
物

流
革
命
で
あ
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
こ
の
構
想
は
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
話

題
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
巨
額
な
資
金
が
必
要
と
な
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
中
国
政
府
が
国
境
地
域
に
重
点
的
に
資
金
と
技
術
を
注
ぎ
込
む

事
例
と
し
て
は
他
に
、
対
岸
の
恵
山
市
を
に
ら
み
新
し
い
税
関
と
巨
大
な

物
産
展
会
場
が
造
ら
れ
て
い
る
長
白
口
岸
国
際
商
貿
城
、
そ
し
て
、
丹
東

市
に
建
設
中
の
新
鴨
緑
江
大
橋
に
象
徴
さ
れ
る
「
丹
東
新
区
」
と
呼
ば
れ

る
経
済
開
発
区
で
あ
る
。

第
四
に
、
中
国
の
辺
境
に
あ
る
国
境
で
は
、
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
人
工
的
に
作
り
上
げ
集
客
を
狙
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
防
川
で

は
石
造
り
の
展
望
台
が
あ
り
ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
が
一
望
に
で
き
た
。
丹
東

で
は
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ニ
ス
の
雰
囲
気
を
真
似
し
た
高
級
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ

ン
し
て
い
た
。
頓
挫
し
た
が
丹
東
に
は
カ
ジ
ノ
構
想
も
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
っ
た
く
別
の
地
域
の
話
で
あ
る
が
、
中
国
南
部
の
雲
南
省
と
ラ
オ
ス
の

国
境
地
域
に
は
中
国
資
本
の
カ
ジ
ノ
が
何
軒
も
あ
る
し
、
空
港
並
み
の
き

れ
い
な
免
税
店
が
あ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
私
た
ち
が
現
地
で
確
認
で

き
た
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
誰
も
寄
り
つ
か
な
か
っ
た
辺
境
の
地
に
、
乗
用

車
や
観
光
バ
ス
で
人
々
が
や
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
速
道
路

が
発
達
し
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け

で
は
な
い
。
国
境
地
域
が
安
定
し
て
い
れ
ば
、
経
済
発
展
の
可
能
性
と
隣

国
と
の
将
来
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
│
Ｗ
Ｉ
Ｎ
関
係
を
見
越
し
て
先
行
投
資
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ま
、
中
国
で
は
辺
境
に
熱
い
視

線
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
五
に
、
国
境
地
域
に
お
け
る
ヒ
ト
の
往
来
と
労
働
移
動
に
注
目
す
る



二
三
〇

こ
と
で
あ
る
。
国
境
地
域
で
の
人
の
移
動
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。
丹

東
で
は
、
毎
日
二
、〇
〇
〇
人
以
上
の
中
国
人
が
日
帰
り
や
三
日
の
ツ

ア
ー
な
ど
で
北
朝
鮮
を
訪
れ
て
い
る
し
、
六
、〇
〇
〇
人
以
上
の
韓
国
人

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
滞
在
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

中
露
国
境
近
く
の
中
国
側
の
い
く
つ
か
の
町
か
ら
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
や
ボ
グ
ラ
ニ
チ
ヌ
イ
な
ど
へ
国
際
定
期
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

る
。
琿
春
だ
け
で
も
毎
年
約
一
七
万
人
の
ロ
シ
ア
人
が
入
国
し
て
い
る
こ

と
を
現
地
で
聞
い
た
。
延
吉
や
丹
東
な
ど
の
主
要
都
市
に
は
、
北
朝
鮮
女

性
ら
が
シ
ョ
ー
を
披
露
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。
彼
女
ら
は
数
人
で
バ

ン
ド
を
組
み
、
歌
や
踊
り
を
披
露
し
サ
ー
ビ
ス
精
神
も
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。
晩
に
は
興
業
を
し
、
昼
は
同
じ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ウ
ェ
ー
ト
レ
ス
と
し

て
働
く
。
店
に
入
る
だ
け
で
、
彼
女
た
ち
が
北
朝
鮮
で
訓
練
さ
れ
選
ば
れ

た
プ
ロ
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
取
れ
る
。
こ
う
し
た
店
は
、
街
中
で
ひ

と
き
わ
目
立
ち
、
他
の
中
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
比
較
し
て
も
き
れ
い
で
洗

練
さ
れ
て
い
て
や
や
高
価
で
あ
る
。
韓
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
観
光
客
も

多
く
訪
れ
る
場
所
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
体
験
し
た
い
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ

る
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
活
動
が
北
朝
鮮
に
と
っ
て
の
外
貨
稼
ぎ

で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
国
境
地
域
の
労
働
移
動
の
特
徴
は
、

そ
の
地
域
だ
け
に
許
可
さ
れ
た
制
度
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
訪
れ

た
中
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
の
町
に
も
、
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は
別
の
中
国

人
専
用
の
隣
国
へ
の
通
行
証
が
あ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
い
て
い
る
若
い

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
一
年
間
の
中
国
労
働
ビ
ザ
を
有
料
で
入
手
し
て
い
た
。

第
六
に
、
こ
う
し
た
国
境
地
域
に
み
ら
れ
る
独
特
な
環
境
に
政
治
的
影

響
が
ど
の
よ
う
に
及
ん
で
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
地
域
の
活
動
が
二
国
間
、

多
国
間
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
注
目
す
る
こ
と

で
あ
る
。
国
境
地
域
の
状
況
は
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
同
時
に
、
国
境
地
域
特
有
の
ヒ
ト

と
モ
ノ
の
交
流
が
、
政
府
の
政
策
に
影
響
を
与
え
た
り
、
国
民
国
家
と
は

異
な
っ
た
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
新
た
な
地
域
空
間
を
形
成
す
る

こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
か
。
い
ま
、
政
治
学
や
国
際
関
係
論
な
ど
の
研
究

者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
国
民
国
家
を
見
直
そ
う
と
す
る
越
境

地
域
（cross-border region

）
や
下
位
地
域
主
義
（sub-regionalism

）

の
研
究
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
の
節
で
解
説
す
る

こ
と
に
す
る
。6

．
下
位
地
域
圏
研
究
の
展
望

国
民
国
家
は
領
土
・
領
海
と
国
境
を
明
確
に
し
、
主
権
を
至
上
の
も
の

と
考
え
る
。
同
時
に
私
た
ち
が
調
査
し
て
き
た
よ
う
に
国
境
地
域
で
は
、

過
去
か
ら
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
長
い
交
流
の
歴
史
が
あ
り
、
特
殊
な
空
間
を
形

成
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
し
て
そ
の
地
域
の
交
流
や
活
動
は
そ

の
時
々
の
政
治
的
状
況
や
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
や
す
い
の



中
朝
国
境
地
帯
か
ら
見
る
中
国
・
北
朝
鮮
関
係
の
現
在
（
佐
渡
友
・
孔
）

二
三
一

も
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
中
朝
国
境
地
域
が

最
近
の
政
治
状
況
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
き
た
か
に
つ
い

て
分
析
し
、
そ
し
て
国
境
地
域
と
国
民
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
展
望
を
述

べ
て
み
た
い
。

二
〇
一
六
年
二
月
、
中
国
人
が
最
も
大
切
に
す
る
春
節
（
旧
正
月
）
に

あ
た
る
七
日
に
、
北
朝
鮮
に
よ
っ
て
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
、

沖
縄
地
方
上
空
を
通
過
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。
中
国
は
こ
れ
ま
で
北

朝
鮮
の
「
後
ろ
盾
国
」
と
し
て
主
要
国
の
経
済
制
裁
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
こ
な
か
っ
た
。
北
朝
鮮
の
貿
易
割
合
で
は
対
中
国
が
九
割
を
占
め
、

石
炭
を
中
国
へ
輸
出
し
て
は
い
る
も
の
の
、
原
油
の
ほ
ぼ
全
量
を
中
国
か

ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
生
命
線
を
握
っ
て
い
る
中
国
が
、

本
格
的
な
制
裁
に
踏
み
切
っ
た
ら
、
中
国
が
恐
れ
る
北
朝
鮮
の
体
制
崩
壊

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
中
国
は
国
連
の
場
で
も
制
裁
に
踏
み
切
ら
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
一
六
年
一
月
六
日
の
核
実
験
に
続
い
て
、
こ
の

よ
う
な
北
朝
鮮
の
行
為
に
対
し
て
状
況
が
変
化
し
て
き
た
。
二
月
に
中
国

外
務
省
は
「
国
際
社
会
の
反
対
を
顧
み
ず
、
か
た
く
な
に
発
射
を
実
施
し

た
こ
と
は
遺
憾
だ
」
と
批
判
し
た
。
こ
う
し
た
中
国
政
府
の
態
度
が
、
中

朝
貿
易
の
七
割
を
占
め
る
丹
東
の
状
況
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
の
か
。
二
〇
一
六
年
二
月
〜
三
月
の
報
道
か
ら
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す

る
。

現
地
取
材
に
基
づ
く
い
く
つ
か
の
報
道
に
よ
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
丹
東
の
税
関
で
は
、
貿
易
関
係
の
荷
物
検
査
を
一
部
で
厳
し
く
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
中
国
側
が
北
朝
鮮
へ
の
投
資
事
業
を
見
合
わ
せ
る
動

き
が
あ
る
。
国
連
の
安
全
保
障
理
事
会
で
は
、
二
〇
〇
六
年
の
北
朝
鮮
に

よ
る
最
初
の
核
実
験
を
受
け
た
制
裁
措
置
と
し
て
、「
ぜ
い
た
く
品
」
の

禁
輸
を
各
国
に
義
務
付
け
て
き
た
が
、
丹
東
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
ろ

う
か
。
丹
東
税
関
の
近
く
の
楽
器
店
に
は
ヤ
マ
ハ
の
中
古
ピ
ア
ノ
が
並
ん

で
い
て
、
一
月
の
核
実
験
後
も
、
一
台
約
二
万
元
（
約
三
四
万
円
）
の
ピ

ア
ノ
が
同
税
関
を
通
っ
て
二
台
が
北
朝
鮮
に
運
ば
れ
た
と
い
う
。
丹
東
か

ら
は
こ
の
ほ
か
、
日
本
製
の
カ
メ
ラ
や
パ
ソ
コ
ン
も
北
朝
鮮
に
輸
出
さ
れ

て
い
て
、
韓
国
の
国
会
議
員
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
金
正
恩
政
権
の
ぜ
い
た

く
品
輸
入
は
、
二
〇
一
二
〜
一
四
年
で
計
約
二
一
億
ド
ル
（
約
二
、三
六
〇

億
円
）
に
達
し
た
。
中
国
の
公
式
統
計
で
は
一
四
、
一
五
両
年
の
原
油
輸

出
は
ゼ
ロ
で
、
中
国
が
輸
出
を
停
止
・
調
整
し
て
い
る
と
の
見
方
も
出
て

い
る
。
し
か
し
、
丹
東
山
岳
部
に
あ
る
巨
大
な
原
油
貯
蔵
施
設
か
ら
鴨
緑

江
の
地
下
を
通
っ
て
北
朝
鮮
へ
つ
な
が
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
、
一

定
量
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
韓
国
政
府
は
年
間
五
〇
万

ト
ン
程
度
の
原
油
輸
出
が
続
い
て
い
る
と
み
て
い
る
（「
読
売
新
聞
」

二
〇
一
六
年
二
月
八
日
、
二
月
二
三
日
／
「
朝
日
新
聞
」
二
〇
一
六
年
三

月
一
五
日
）。



二
三
二

政
治
学
や
国
際
関
係
論
あ
る
い
は
国
際
政
治
学
が
め
ざ
す
国
境
地
域
の

研
究
に
は
、
ひ
と
つ
の
仮
説
が
存
在
す
る
。
国
境
を
超
え
た
ヒ
ト
の
移
動

や
接
触
が
深
化
す
る
こ
と
に
よ
り
国
境
を
超
え
る
交
流
圏
が
形
成
さ
れ
、

新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
生
起
す
る
、
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
国
境

地
域
の
研
究
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
よ
う
な
国
家
を
構
成
員
と
す
る
よ
う
な
地
域
研
究
で

は
な
く
、
国
家
の
一
部
を
な
す
地
域
が
国
境
を
超
え
て
新
た
な
交
流
圏
を

見
出
そ
う
と
す
る
研
究
で
も
あ
る
。
主
権
国
家
の
枠
組
み
に
基
づ
く
領
域

性
の
み
を
前
提
と
し
た
現
実
認
識
と
は
違
っ
た
視
点
を
提
示
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
場
合
の
地
域
交
流
圏
は
下
位
地
域
圏
（sub-region

）
と
も

呼
ば
れ
る
。
実
際
、
Ｅ
Ｕ
の
周
辺
部
に
あ
る
バ
ル
ト
海
沿
岸
や
北
海
沿
岸

地
域
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な

ど
の
国
境
を
接
す
る
地
域
で
下
位
地
域
圏
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
調
査
研
究
で
は
中
朝
国
境
地
域
を
、
格
差
、
国
境
線
、
開
発
区
、
観

光
、
労
働
移
動
、
政
治
的
影
響
と
い
う
六
つ
の
視
点
か
ら
分
析
し
て
き
た

が
、
こ
れ
も
下
位
地
域
圏
の
形
成
を
分
析
す
る
た
め
の
枠
組
み
で
あ
る
。

た
だ
、
中
朝
国
境
地
域
に
は
他
の
下
位
地
域
圏
に
は
な
い
複
雑
な
国
際
環

境
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
北
朝
鮮
の
核
兵
器
や
ミ
サ
イ
ル

な
ど
の
安
全
保
障
問
題
や
不
安
定
な
中
朝
韓
日
の
相
互
関
係
な
ど
が
直
接
、

こ
の
下
位
地
域
圏
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
今
回
の
現
地

調
査
で
新
た
に
認
識
で
き
た
こ
と
は
、
人
の
集
住
は
ま
だ
希
薄
で
は
あ
る

が
、
中
朝
国
境
の
東
側
辺
境
に
あ
る
中
朝
露
が
形
成
す
る
下
位
地
域
圏
の

可
能
性
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
図
們
江
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
国
連

も
関
わ
っ
た
多
国
間
協
力
の
場
で
は
あ
っ
た
が
、
開
発
区
、
観
光
、
労
働

移
動
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
更
な
る
研
究
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印

象
で
あ
っ
た
。

（
付
記
：
現
地
調
査
に
お
い
て
行
程
計
画
、
現
地
面
会
者
と
の
調
整
、

通
訳
な
ど
で
現
地
研
究
協
力
者
と
し
て
尽
力
く
だ
さ
っ
た
北
陸
大
学
の
李

鋼
哲
教
授
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
二
〇
一
六
年
五
月
脱
稿
）
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